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令和７年８月豪雨
熊本県の被災状況【土木部版】

上天草市合津終末処理場周辺の浸水状況（提供：上天草市）

国道266号（上天草市）法面崩壊

県道松島馬場線（上天草市）路面崩壊（提供：建設業協会天草支部）

※※写真元を道路保全課確認中※※

八代市堆積土砂（提供：八代市）木葉川（玉名市）護岸決壊 県道小川泉線（八代市）路面崩壊 美里町がけ崩れ
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１ 豪雨の概要と県内の被害概要

（１）豪雨の概要 （２）人的被害・家屋被害の概要

（３）孤立集落の概要

【気象の状況】
○令和７年８月６日から11日にかけて前線が九州付近に停滞した影響で、県内は記録的な

大雨となった。この間、110ミリ以上の大雨を観測した際に発表される「記録的短時間
大雨情報」が15回、大雨特別警報が７市町に発表された。

項目 状況

人
的
被
害

死者数 ４人

行方不明者数 １人

負傷者数 ２５人
（重傷３人、軽傷２２人）

住
家
被
害

全壊 ２８棟

半壊 ２，６９６棟

一部破損 ５，８６１棟

浸水 ７２棟
（床上１０棟、床下６２棟）

【大雨の状況】
○10日から11日にかけて、熊本地方を中心に猛烈な雨や非常に激しい雨が降り、記録的

短時間大雨情報が発表された。
    《1時間雨量(８月10日～11日)》

菊池市菊池で115.5ミリを観測するなど多くの観測点で８月の１位の記録を更新した。
岱明、菊池、松島、本渡、八代では年間の観測史上１位となった。

《1日の降水量(８月11日)》
八代市八代で377.5ミリを観測するなど６地点で８月の１位を記録した。
山都、甲佐、八代では年間の観測史上１位となった。

《平年８月との比較》
６日間(８月６日～11日)の総降水量は、２地点（熊本、甲佐）で平年の８月の３倍を
超え、８地点（岱明、菊池、松島、八代、益城、三角、宇土、山都）で２倍を超えた。

8/11 １時時点の３時間降水量  アメダス総降水量の分布図（8/6～8/11)  

○豪雨直後には、県が管理する国道と県道合わせて６４箇所が全面通行止めとなった。
〇土石流、がけ崩れなどの土砂災害は１２８箇所で発生した。
〇県管理河川は３２６箇所、市町村管理河川は６２５箇所で被害が発生した。
〇沿岸部や市街地等の低平地では甚大な浸水被害が発生した。

【人的被害・住宅被害】（令和８年３月９日時点）

図ｰ1 出典：気象庁ホームページ
https://www.jmanet.go.jp/fukuoka/gyomu/saigai_sokuho_siryo.html

大雨(浸水害) 大雨(土砂災害)

○県央、県南地域を中心に県管理、市町管理道路の土砂崩れや倒木、路面崩壊等により
最大で６市町３０集落３０１世帯５６１人の孤立が発生した。

令和7年8月豪雨における孤立集落位置図



出典：国土地理院発行2.5万分1地図を加工して作成

２ 公共土木施設の被害の概要 〈河川課〉

熊本市

菊池市玉名市

水俣市

八代市

阿蘇市

天草市

上天草市

宇城市

山鹿市

宇土市

人吉市

緑川水系一の谷川（美里町）

氾濫状況

道路：国道266号（上天草市）

法面崩壊

護岸損壊

河川：緑川水系金木川（美里町）

道路：県道囲砥用線（美里町）

路面崩壊

菊池川水系木葉川（玉東町）

堤防欠壊

堤防欠壊

河川：木葉川（玉東町）

町道 今村吉君線（美里町）

路面崩壊

県道 宇都不知火線（宇城市）

法面崩壊

美里町

道路：町道土喰一の谷線（美里町）

兼用護岸損壊（一の谷川）

県道横野矢部線（山都町）

路面崩壊

県道 氷川八代線（八代市）

路面崩壊

道路：県道小川泉線（八代市）  

河川：砂川（宇城市）

護岸損壊

法面崩壊

道路：県道三本松甲佐線（甲佐町） 
○県と市町村が管理する公共土木施設における被害は、

河川災害箇所で９５１箇所、道路９５４箇所、砂防
１４９箇所、水道４箇所、下水道５箇所等、合計で、
計２，０８１箇所、４２０億円に達した。

港湾：長洲港（長洲町） 

流木漂着

公園：東片自然公園（八代市）

施設破損

下水道：総合運動公園周辺（上天草市）

浸水

土砂災害：上豊内（甲佐町） 

がけ崩れ

河川：緑川水系金木川（美里町）

【県及び市町村管理の公共土木施設災害査定結果】

令和８年２月６日時点

※出典の明示方法については、
国土地理院の地図の利用手続
フローにより申請不要。

※国土地理院に直接確認済み。

県 市町村

河川 × ×

道路 〇 〇

砂防施設 ⦿

橋梁 △

水道 ―

下水道 〇

公園 ◆

施設名
管理者

凡　　例

下水道：総合運動公園周辺（上天草市）

公園：東片自然公園（八代市）



出典：国土地理院発行2.5万分1地図を加工して作成

３ 道路の被害と応急対策

○県央、県南、天草地域を中心に道路決壊、道路法面の崩壊等が起こり
多くの箇所が寸断された。

○豪雨直後には、県が管理する国道と県道合わせて６４箇所が全面通行
止めとなっていたが、発災後６カ月後には４箇所まで減少した。

②国道２６６号（上天草市松島町阿村)

応急対策完了

２
日
後

被災状況
⑦県道小川泉線（八代市泉町下岳)

被災状況 応急対策完了

３
日
後

⑥国道２１８号（美里町栗崎)

被災状況 応急対策完了

２
日
後

③県道稲生野甲佐線（甲佐町上早川)

被災状況 応急対策完了

30
日
後

④県道横野矢部線（山都町猿渡)

50
日
後

⑤県道囲砥用線（美里町川越)

被災状況

①国道２６６号（上天草市松島町合津)

被災状況 応急対策完了

１
日
後

被災した道路の早期復旧について
令和７年８月豪雨における全面通行止めの推移から見る復旧の進捗

被災状況

⑧県道氷川八代線（八代市妙見町)

県 市町村

道路 〇 〇

凡　　例

施設名
管理者

〈道路保全課〉

応急対策完了被災状況

①

②

③
④

⑤

⑥

⑦

⑧



４ 土砂災害と応急対策 《砂防課》

：土石流発生箇所

：がけ崩れ発生箇所

：地すべり発生箇所

箇所名 市町村等 事業費
① 　大谷川 　八代市興善寺町 3.7
② 　岡谷川 　八代市岡町谷川 1.4
③ 　岡谷第三 　八代市岡町中 4.6
④ 　畑中川 　宇城市小川町東海東 3.1

　　　　※箇所数／4箇所　　　　総事業費／約13億円

災害関連緊急砂防事業　　　　　　　　　 　　　（単位：億円）

　　　　　　③岡谷川第三（八代市岡町）

被災状況

土石流

箇所名 箇所名 事業費
① 　上豊内 　甲佐町豊内 1.0
② 　橋ノ本－１ 　美里町小市野 1.7

　　　　※箇所数／2箇所　　　　総事業費／約3億円

災害関連緊急急傾斜地崩壊対策事業　（単位：億円）

②岡谷川（八代市岡町谷川）

被災状況 応急対策完了

土石流

〈砂防課〉

〇令和７年８月豪雨により、土石流、がけ崩れなどの土砂災害が１２８箇所で発生した。
〇再度災害による人家への影響が懸念される箇所は、大型土のう積の設置など、応急対策工事を実施

した。（２箇所）
〇復旧・復興に向け、土石流を防止するための砂防堰堤の整備など、災害関連緊急事業を実施している。

（６箇所）（令和８年３月末時点）

①上豊内（甲佐町豊内）

被災状況 応急対策完了

がけ崩れ

②橋ノ本－１（美里町小市野）

被災状況 応急対策完了

がけ崩れ

④畑中川（宇城市小川町東海東）

被災状況 応急対策完了

土石流

①大谷川（八代市興善寺町）

被災状況 応急対策完了

土石流

①
②
③

④ ②

①



５ 河川の被害と応急対策

〇県管理河川における被害は３２６箇所に及んで
おり、特に出水期間中の被害を防止する対策が
必要であったため、令和７年１０月までに応急
対策を完了した。

〇本格復旧については、令和８年５月時点で全体
の１割の工事に着手している。

〇市町村管理河川の被害は６２５箇所で発生した。

④砂川（宇城市）

被災状況 応急対策完了

①木葉川（玉東町）

被災状況 応急対策完了

③釈迦院川（美里町）

被災状況 応急対策完了

①

③
②

⑤
④

⑥

②浜戸川（宇城市）

⑤今泉川（上天草市）

⑥亀川（天草市）

被災状況 応急対策完了

応急対策完了

応急対策完了被災状況

被災状況

〈河川課〉

出典：国土地理院発行2.5万分1地図を加工して作成

県 市町村

河川 × ×

凡　　例

施設名
管理者

※出典の明示方法については、
国土地理院の地図の利用手続
フローにより申請不要。

※国土地理院に直接確認済み。



市町村名 件数
八 代 市 4
宇 城 市 1
嘉 島 町 1
甲 佐 町 1
氷 川 町 1

※都市災害復旧事業採択時

６ 下水道の被害と応急対策

港湾の被害と復旧状況

７ 公園の被害と応急対策

〇八代市、宇城市、嘉島町、甲佐町、氷川町の計８箇所の公園において、園路被災及び
土砂堆積等の被害が発生した。

●熊本甲佐総合運動公園（甲佐町）

施設浸水状況 施設破損・土砂堆積状況

公園内法面崩壊全景 土砂堆積状況

●観音山総合運動公園（宇城市）

●高田みんなの広場公園（嘉島町）

施設浸水状況

土砂堆積状況

●東片自然公園（八代市）

●竜北公園（氷川町）

施設破損

施設破損

〇海岸線及び港内に漂着した流木等の撤去については、災害関連緊急大規模漂着流木等処理
対策事業等により回収及び処分を完了した。

公園施設の被害状況

被災状況 回収完了状況

提供：甲佐町 提供：甲佐町

提供：嘉島町

提供：嘉島町

提供：宇城市 提供：宇城市

提供：八代市

提供：氷川町

提供：嘉島町

土砂撤去状況

提供：甲佐町

土砂撤去状況

浸水状況

アロマ

合津終末処理場

総合運動公園

※写真提供：上天草市R7.8.11撮影

上天草市役所松島庁舎

８ 海岸、港湾の被害と応急対策

〇海岸線及び港内に漂着した流木等の撤去については、災害関連緊急大規模漂着流木等処理
対策事業等により回収処分を実施した。

長洲港 荒尾海岸長洲港荒尾海岸

〈都市計画課〉

〈河川課・港湾課〉

〈下水環境課〉

〇八代市、玉名市、上天草市、宇城市、合志市、氷川町の６市町において、公共下水道・農
業集落排水施設の処理施設が、外水氾濫や内水氾濫により浸水した。

〇浸水により、機械、電気設備、マンホールポンプ等が被災し、一時的に機能が停止したが、
応急工事により令和７年８月１３日までにすべての施設の機能が回復した。

〇特に被害が大きかった、八代市、玉名市、氷川町では災害復旧事業に取り組んでおり、
令和７年１２月までに査定を完了し、復旧工事に着手した。

公共下水道 農業集落排水

八代市 2 1 〇 制御盤・管路・マンホール等

玉名市 1 2 〇 マンホールポンプ制御盤等

上天草市 1 処理場配電盤・計装設備

宇城市 1 マンホールポンプ制御盤等

合志市 3 ポンプ場制御盤等

氷川町 1 〇 真空ステーション制御盤等

被災件数
災害復旧事業 被災施設

浸水状況

※写真提供：上天草市(R7.8.11撮影)

●合津終末処理場（上天草市）

合津終末処理場

施設被災状況

約66㎝

●沖糖地区真空式下水道施設（氷川町）

※写真提供：氷川町(R7.8.11撮影)



９ 土木部における初期対応

（１）孤立集落解消の取組み

○県央、県南地域を中心に県管理、市町管理道路の土砂崩れや倒木、路面崩壊等により最
大で６市町３０集落３０１世帯５６１人の孤立が発生し、道路啓開作業が必要となった。

〇県管理道路の道路啓開については、建設業協会各支部に「大規模災害時の支援活動に関
する協定」に基づく支援活動を要請し、同協会の協力を得て、早期に作業を実施した。
市町管理道路についても、市町と密に情報共有を図り、技術的アドバイスなどを行いな
がら、道路啓開を行った。その結果、災害発生から９日間（令和７年８月１９日まで）
ですべての孤立状態を解消した。

〇発災当初は、孤立情報の収集が十分に行えなかったが、県災害対策本部情報グループに
おいて、「市町村別孤立集落状況一覧表」を作成し、道路管理者と、随時情報を共有す
ることで、道路の状況、住民の健康状況、物資到達情報、ライフラインの状況などの情
報を把握することが可能となった。

【孤立集落の状況等】 【孤立集落の解消の推移】

８/１３
時点

８/１５
時点

８/１７
時点

８/１９
時点

天草市 ２ ２ ２ ２

八代市 ６ ６ ６

美里町 ６ １０ １０ １１

御船町 １ ２ ２

甲佐町 １ 2 ７

山都町 ２ ２ ２ ２

計 １０ ２２ ２4 ３０

【ウェブでの情報共有会議】

〇6市町、30集落で孤立集落が発生した。
≪天草市≫

2集落孤立  ⇒  8/13に全孤立解消
≪八代市≫

6集落孤立  ⇒  8/15に全孤立解消
≪美里町≫

11集落孤立⇒  8/19に全孤立解消
≪御船町≫

2集落孤立  ⇒  8/17に全孤立解消
≪甲佐町≫

7集落孤立  ⇒  8/19に全孤立解消
≪山都町≫

2集落孤立  ⇒  8/13に全孤立解消

〇住民の健康状態や電気・水道などのライフライン
に関する情報共有が必要となったため、県と市町
村でウェブ会議を実施。これにより、認識共有が
スムーズに行われた。
（8/13~14で１市３町と計６回）

（２）通行止め箇所の応急対策の取組み

【被災直後】

国道266号（上天草市松島町）

【応急対策後】

国道218号（美里町栗崎）

【応急対策後】【被災直後】

○被害状況調査を進め、孤立集落箇所や幹線道路など緊急性の高い箇所から、迅速に道路啓
開、応急対策を実施した。

○国道２６６号（上天草市松島町）については、天草地域の社会・経済等にとって重要な路
線で、緊急時には医療や救命を繋ぐ道路である。天草２号橋と３号橋の間で２箇所の法面
崩壊が発生し、令和７年８月１１日７時に天草地域へのアクセスが寸断したが、昼夜を問
わず、崩土除去、応急対策等の作業を実施し、８月１１日２４時に全面通行止が解除と
なった。

○小川泉線（八代市泉町下岳）については、路面崩壊により、令和７年８月１１日８時４０
分に全面通行止めとなり、一時、五木村方面への大幅な迂回が必要となっていた。早急に
大型土のうによる応急対策を実施し、８月１３日１９時に全面通行止めが解除となった。

〈道路保全課〉



９ 土木部における初期対応

（３）堆積土砂撤去の取組み （４）被災河川の応急対策の取組み

○堆積土砂排除事業とは、暴風、洪水、高潮、地震その他の異常な天然現象により宅地に
堆積した土砂等を撤去する事業である。

○令和７年８月豪雨では、熊本県内で３市町が本事業を活用し、早期に土砂撤去を行った。

〈堆積土砂量〉

市町村名 八代市 上天草市 美里町 合計

堆積土砂量
（ｍ３）

9,967 2,545 1,110 13,622

※都市災害復旧事業採択時
〈堆積土砂等 撤去進捗状況〉

【八代市興善寺地区】（八代市提供）

【上天草市合津地区】
（上天草市提供）

【美里町永富地区】（美里町提供）

土砂撤去前 土砂撤去後

【木葉川（玉東町）の応急対応状況】

発災日時・場所  ： ８月１１日昼頃に堤防欠壊を確認、熊本県玉東町木葉 地先
被災延長・被災概要 ： 左岸 区間Ｌ＝約７０ｍ 堤防欠壊

8/19 応急工事に着手
8/20 工事用道路作業
8/21 工事用道路完了、本体盛土に着手
8/28 本体盛土完了
8/29 法面整形
9/5   法面応急保護完了。今後、表面保護（布製型枠）実施

堤防欠壊時 8月12日撮影

10月2日撮影

応急対応完了

※この他、合津川（上天草市）など
４河川で応急工事完了（9/2時点）。

【堆積土砂排除事業】

○木葉川（玉東町木葉）について、令和７年８月１１日０時５０分に木葉駅（玉名郡玉東
町）にて氾濫発生が確認され、１１日未明に左岸堤防が約７０ｍにわたり欠壊し、背後
地の特別養護老人ホームにおいて浸水被害が発生した。

○令和７年８月１９日に応急対応に着手し、８月２８日に築堤盛土が完了、１０月２日に
布製型枠による法面保護が完了し、応急対策工事を完了させた。

低水位11.12
※水防団待機水位11.648

※避難判断水位13.178

※はん濫危険水位13.858

D.H.W.L

築堤盛土
布製型枠

PH＝15.39

特別養護老人ホーム

○県内１7河川（２７箇所）については、大型土のう等設置による応急対策工事を実施し、
令和７年８月中に築堤盛土を応急対応により概成させた。

土砂撤去前土砂撤去前

土砂撤去前

土砂撤去後土砂撤去後

土砂撤去後

〈都市計画課・河川課〉

8月28日撮影

張
ブ

ロ
ッ

ク

低水位11.12

※水防団待機水位11.648

※避難判断水位13.178

※はん濫危険水位13.858

D.H.W.L

応急対応
築堤盛土（8/28完了）

応急対策工事
布製型枠（10/2完了）

PH＝15.39

堤防欠壊
L=約70m（左岸）

約２週間



〇平成２４年熊本広域大水害、平成２８年熊本地震、
令和２年７月豪雨において整備してきたこれまで
の経験を活かし、建設型応急住宅（仮設住宅）を
２市町・１９戸整備した。

９ 土木部における初期対応

（５）建設型応急住宅の整備

「県民みんなが安心して笑顔になる」建設型応急住宅の整備

市町村名 団地数 整備戸数 種別

美里町 ２ ９戸 木造

上天草市 １ １０戸
ムービング

ハウス

合計 ３ １９戸

「くまもとモデル」による木造仮設住宅の整備

●高齢者等に配慮したバリアフリー対応

・住戸内外の段差解消
・玄関・浴室の扉を引き戸化
・トイレ・浴室・玄関に手すりを設置
・玄関部分にスロープを設置（全住戸）

・玄関部分を連結したウッドデッキポーチを設置
・県産木材の使用／規格材のプレカット

（構造材、床、腰壁、玄関ポーチ、スロープ）
・鉄筋コンクリートの基礎

●合理的な工法による迅速な供給

●居住性の向上
・ゆとりのある居住面積の確保
・扉を設置しトイレを個室化
・洗濯機置き場を脱衣室に設置
・壁、天井、窓の断熱性の向上（断熱材、ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）
・小屋裏収納の面積増
・県産畳表の使用（全戸に和室設置）
・瓦屋根の採用（雨音を防止し安心感を与える）
・多雨な地域性を考慮し、雨樋を設置
・隣戸間に遮音壁を設置
・南側に掃出し窓と濡れ縁を設置

★：令和２年７月豪雨からの改良点

※令和７年１１月２７日に全団地が完成

建設型応急住宅の整備状況

美里町の建設型応急住宅（木造）

〇木造仮設住宅は仮設住宅として利用後、解体するのではなく、住まいの再建先として
活用することができるよう、「くまもとモデル」による整備を実施し、再建まで安心
して生活できる環境を整えた。なお、中長期使用可能な「くまもとモデル」は、令和６
年能登半島地震でも活用された。

木造仮設住宅の仕様

玄関スロープとウッドデッキポーチ

住戸内外の段差解消 居住性が向上した脱衣室

県産木材と県産畳を使用した室内

上天草市の建設型応急住宅（ムービングハウス） ムービングハウスの室内

〈住宅課・建築課〉



１０ 令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害（内水を含む）対策について

（１）令和７年８月豪雨の概要等

○令和７年８月豪雨では、記録的な豪雨と大潮の満潮時が重なったことで、河川の流下や排水
機場等の排水に影響が生じた。

○河川氾濫や内水氾濫により、沿岸部や市街地等の低平地では家屋浸水や車の水没などの甚大
な被害が発生した。
・河川の未改修区間での河川氾濫や改修済区間でも一部の堤防から越水が発生した。
・農業用・雨水排水機場は、電気室等の浸水により稼働停止し、  沿岸部や市街地等の低平地

で内水氾濫が発生した。

潤川（宇土市）

内水氾濫

唐人川（玉名市）冠水状況（熊本市）

（２）「令和７年８月の大雨による浸水被害に関する検討会」の概要

（３）令和７年８月豪雨を踏まえた浸水被害対策

検討会の様子

○８月豪雨では、内水氾濫や外水氾濫により、県内各地
で甚大な浸水被害が発生したことから、河川管理者の
土木部、農地等の浸水対策に取り組む農林水産部、内
水対策を担う市町村が連携した対策が必要不可欠であ
るため、関係者による浸水被害の軽減に向けた検討会
を設置した。

○地域特性を踏まえた対策を取りまとめ、その対策を各
流域治水プロジェクトへ反映し、関係者が協働して継
続的に進捗を確認しながら対策を実施していくことを
確認した。

〇対策のうち、内水リスク情報の公表については、１８
市町において出水期（令和８年５月末）までに公表す
る予定である。

○浸水被害に関する検討会で取りまとめた対策（地域特性を踏まえた対策）

事業主体：●県土木部 ■県農林水産部 ○市町村 □その他

各流域治水プロジェクトへ反映

関係者が協働し、継続的に進捗確認を行いながら対策を実施
内水リスク情報 （ハザードマップ（内水含む））の公表例 
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